
 

 

 

 

 

 

 

１２月１８日（土）に、初めて、自治労連ユース対策部プレゼン大会を開催いたしました。 

このユース対策部プレゼン大会は、新型コロナウイルス感染症により、各単組内での組合員同士の交流が

少なく、組合活動が見えにくい状況が続く中、ユース世代でプレゼン大会を開催することにより、プレゼン

力を養うのはもちろんのこと、「目に見える組合活動」、「単組内、単組外の交流」を行うことによる若手組

合員の育成を図る目的で開催いたしました。 

プレゼン大会のテーマ 

コロナ禍の中、自治体職員として 

「組合員のため、住民のため、社会のため」に今できること！ 

 

新型コロナウイルス感染症の長期化により、生活面はもちろん、職場面でも感染症対策や、ワクチン接種

業務の応援など日々変化し、先の見通しが立たない状況が続いています。だからこそ「自治体職員」・「自治

体職員で構成する組合」として今できることをテーマとし、「既に単組で取り組んだこと」、「これから単組で

取り組みたいこと」、「自治労連で予算化して、全国規模で取り組んでほしいこと」、「民間企業が実施してい

るが、自治体が実施すればもっと住民のためになること」など幅広くチャレンジできる企画を募集しました。 

オンラインで各会場をつなぎ、全国から８単組が参加 

募集から開催まで短期間の中、全国８単組に参加をいただきました。 

大会当日は、澤重ユース対策部長の挨拶とスケジュール説明の後、横山ユース対策副部長の進行により、

抽選で決定した単組順にプレゼンがスタートいたしました。 

どの単組の企画も趣向を凝らした新たな試みで、プレゼンも Zoomの特性を活かしながら資料に映像や動

画を使用するなど明快性に優れ、説明の順序立てもよく考えられており、聞き手を引き込む素晴らしいも

のとなっておりました。この日のために、何度も話し合い、練習を重ねられたことが推察でき、ユース部

員の熱い情熱と質の高さに、審査員の中央四役は感動していました。 

各単組の発表後には審査員の中央四役や他のユース部員から質問が飛び交い、参加単組同士のやり取りが

盛り上がる場面も見られました。 

順位発表の場面では、どの単組もいつ自分の単組名が呼ばれるのか祈るように順位発表を待っている姿が

印象的で、審査員特別賞、３位、２位、１位と順に発表された瞬間には、歓喜の声が上がっていました。 

最後にご挨拶いただいた粟田中央執行委員長からもユース部員へ感謝とお褒めの言葉をいただきました。 

初開催！アイデアで組合活動の更なる発展を目指す！ 
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プレゼン大会を通して・・・ 

 ユース部員の皆様には、「コロナ禍だから活動ができないではなく、コロナ禍でも何かできることがあるの

ではないか、新しいことを生み出せるのではないか。」という組合活動に対する前向きな考え方を学んでいた

だくことができたのではないかと思います。日頃の組合活動や職場に活かしていただければ幸いです。 

最後に、この度のプレゼン大会では、オンラインを活用して一堂に会さずとも有意義な活動ができること

がわかりました。一方で、一堂に会して交流を深めることの良さを改めて実感しました。次回は、ぜひ実際

にお会いして交流を深めたいと思いますので、ご参加をお願いいたします。 

今回参加されたユース部員の皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

えびの市役所職員組合 「オンラインでの復興ボランティア」 

 

日向市役所職員組合 「ヒュー！日向とは？」 

 

周南市役所職員組合 「永源山で永
ええ

マルシェ」 

 

東北町職員組合 「地域応援プロジェクト」 

 

各単組の企画と大会結果 



西都市役所職員組合 「ＷＩＮ-ＷＩＮ-ＷＩＮのハッピートライアングル」 

 

石垣市役所職員労働組合「コロナと闘うやいまぴとぅ」 

 

荒尾市役所新職員組合 「あらおりえんてーりんぐ」 

 

宮古島市役所職員労働組合 「☆ユースミーティング☆」 

 

プレゼン大会結果（入賞単組） 

＜１位＞ 

周南市役所職員組合（山口県） 

 

＜２位＞ 

西都市役所職員組合（宮崎県） 

 

＜３位＞ 

石垣市役所職員労働組合（沖縄県） 

 

＜審査委員特別賞＞ 

東北町職員組合（青森県） 


